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研究成果の概要：昭和３０年代以来、東京大学史料編纂所古記録室が蓄積してきた古代・中世

古記録史料の日付取り調書（何の記録に何年何月何日の記事が含まれているか、などを調べた

もの）と、新たに調査して作成した調書について、調書の様式を均一に整えた上でデジタルデ

ータ化を進めた。さらに、データベース公開に向けて、検索結果を一致させるために様々な表

記のある史料名や記録作者名を統一するなどの調整を行ない、逐次公開できるようにした。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度    

  年度    

総 計 3,200,000 660,000 3,860,000 

 
 
研究分野：史料学 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：日本史、古代中世古記録、部類記、日付取り 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）東京大学史料編纂所古記録室（以下、
古記録室とする）では、これまでに知られて
いる限り、昭和 30年代から特定の史料群に
含まれる古記録史料について、日付取りを中
心とする調査を行い、調書を蓄積してきた。
具体的には、彰考館文庫（1959～62年度調査、
以下同）・大和文華館鈴鹿文庫（1968～70
年）・京都大学附属図書館（1981～85年）・陽
明文庫新写本（1987～94年）などである。こ
の調査は、大日本古記録を編纂するにあたり、
ある記録の記事について網羅的に蒐集する

ための基礎的データを蒐集するためのもの
であった。 
 当初の調書は罫紙に各自が手書きで記入
する方式であったが、そのため調書の書き方
は様々で、担当者によって異なり、後になっ
て他人が調査結果をすぐに参照することは
困難であった。 
 
（2）前に述べたような問題点を解消するた
め、2000～04年度科学研究費補助金特別推進
研究（COE）「前近代日本史料の構造と情報資
源化の研究」（研究代表者石上英一）の資金
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を得て、新たに史料の性格の相違（多くの原
典から抜粋されたものか、あるいは単一の原
典からなるものか、など）によって五種類の
調査シートを用意し、それによる古記録日付
取りデータの画一的な蒐集を開始した。調査
対象となった史料群は、主として史料編纂所
に所蔵される写真帳や謄写本、特殊蒐書など
であった。その他、国立公文書館内閣文庫に
所蔵される古記録類についても、調査を継続
的に行った。 
また、2004～07年度科学研究費補助金基盤
研究（A）「画像史料解析による前近代日本の
儀式構造の空間構成と時間的遷移に関する
研究」（研究代表者加藤友康）により、蒐集
した調書シートの一部のデジタル化を進め
てきた。そして、史料編纂所内のイントラネ
ット上でデータベース公開について実験を
行った。 
 

２．研究の目的 
本研究は、日本古代・中世に作成された古
記録史料（個人の日記もしくは日記を典拠と
する諸記録類）について、すでに蓄積しつつ
ある日付取りなどのデータをもとに、ある古
記録に誰の何年何月何日条の記事が含まれ、
同時にそれがどのような形で成立したもの
であるのか、という情報の網羅的なデータベ
ースを構築することで、古記録史料を個々の
研究者が等しく利用できるような環境の実
現を目指すものである。 
そのため本研究は、新たな調査によってさ
らに調書シートの蓄積に努めるとともに、前
に述べたようにこれまでデジタル化を進め
てきた調書シートデータについて、書名・人
名などについてシソーラスを構築するなど、
データベース公開に向けての調整をデジタ
ルデータに加えることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
古代・中世の古記録史料を多く所蔵する機
関を集中的に調査して調書を作成し、新たな
データの蒐集に努めるとともに、各所蔵機関
における請求番号や記主（筆者）名、収載日
条データ（日付取りデータ）、特記事項（奥
書や蔵書印など）等、多岐にわたるメタデー
タのデジタル化を進める。 
さらに、データベースの公開・検索が可能
となるよう、データ内容の項目・様式の整備
に努め、史料編纂所が構築する編年史料カー
ドデータベースを介して、逐次、公開を進め
られるようにする。 
 
４．研究成果 
（1）2006年度には、まず古記録室が従来蓄
積してきた古記録収載日条データについて、
データベース化を前提としたデータ様式・項
目の調整を進め、フォーマットの異なるメモ

形式のデータについては形式を整序した。 
その際、データの検索結果を一義なものと
するため、記録間のシソーラスの構築を進め
た。例えば、同じ古記録の記事であっても、
それが引用された部類記・抜書などにおいて
は記録名の表記が異なることが多い。このよ
うな場合でも、それぞれの記事が同じ人物の
記録であると認識されるように調整した。 
 また、古代・中世の古記録史料を多く所蔵
する機関に出張して調査し、各所蔵機関にお
ける請求番号および記録名、収載日条、書誌
情報、特記事項などの新たなデータの蒐集に
努めた。2006年度の調査先（調査時期）は以
下の通りである。 
神宮文庫（９月・11月） 
陽明文庫（11月） 
国立歴史民俗博物館（12月） 
京都大学附属図書館（２月） 
京都府立総合資料館（３月） 
上記各機関において調書を作成する際、た
とえば原史料に「不知記」などとあるのみで
記録名が明記されていない記事や、年次や月
日が明記されていない記事についても、その
内容から記録名や年月日を調査することに
努めた。 
 以上の作業から、2006年度には、これまで
に蓄積してきたデータ約 12万件の内の 6割
分について整序を終了し、従来から蓄積して
きたデータを整理してフォーマットを統一
したものと、新たに調査して作成した分を合
わせて、計500枚余りのデータシート（個別
記事存在データ換算では1万件を超える）を
作成した。 
 
（2）2007年度には、2006年度に引き続き古
記録室が蓄積してきた古記録収載日条デー
タと、本研究により新たに作成したデータつ
いて、データベース化を前提としたデータ修
正を行った。 
 また、前年度に引き続き古代・中世の古記
録史料を多く所蔵する機関に出張して調査
に努めた。2006年度の調査先（調査時期）は
以下の通りである。 
西尾市立岩瀬文庫（２月） 
大阪府立中之島図書館（２月・３月） 
京都大学附属図書館（３月） 
京都府立総合資料館（３月） 
 上記各機関における調査の方法は前年度
と同様である。 
 以上の作業から、2007年度には、蓄積デー
タ約 12万件の内、残りの 4割分について整
序を終了し、従来から蓄積してきたデータを
整理してフォーマットを統一したものと、新
たに調査して作成した分を合わせて、計 700
枚余りのデータシート（個別記事存在データ
換算では4万件を超える）を作成し、デジタ
ルデータ化した。 



 
（3）2008年度には、2007年度に引き続き本
研究により新たに作成したデータについて、
データベース化を前提とした作業を進めた。 
 また、引き続き古代・中世の古記録史料を
多く所蔵する機関に出張して調査を実施し
た。2008年度の調査先（調査時期）は以下の
通りである。 
西尾市立岩瀬文庫（９月） 
京都大学附属図書館（９月） 
京都府立総合資料館（10月） 
 上記各機関における調査の方法はこれま
でと同様である。 
このほかに、史料編纂所所蔵レクチグラフ
や国立歴史民俗博物館所蔵高松宮家本につ
いても、部類記などの古記録類を調査し、デ
ータを蒐集した。 
 以上の作業から、2008年度には、新たに約
250枚のデータシートと入力データ 2400件
（個別記事存在データ換算では計 5000件を
超える）を作成し、デジタルデータ化した。 
 
（4）本研究により、これまで蓄積してきた
調書データをデジタル化した主要な史料群
は以下の通りである。 
（史料編纂所所蔵写真帳） 
 東山御文庫本写真帳 
 勧修寺家旧蔵記録写真帳 
 広橋家記録写真帳 
柳原家旧蔵史料写真帳 
下郷共済会所蔵文書写真帳 
田中穣氏旧蔵典籍古文書写真帳 
（史料編纂所所蔵謄写本） 
伏見宮御記録謄写本 
柳原家記録謄写本 
進献記録抄纂謄写本 
諸記纂抄謄写本 
（その他） 
史料編纂所所蔵徳大寺家本 
史料編纂所所蔵レクチグラフ 
国立公文書館所蔵内閣文庫本 
国立歴史民俗博物館所蔵高松宮家伝来禁
裏本 
刊本歴代残闕日記 
刊本図書寮叢刊（砂巌・仙洞御移徙部類
記・御産部類記） 
これらの本研究によって整備したデータ
については、史料編纂所が構築している編年
史料カードデータベースを介して、逐次、公
開に努めている（現在までに、所内公開を開
始した）。 
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